
財務会計R4→財務会計2014 データ移⾏⼿順

財務会計R4で⼊⼒したデータを財務会計2014へ戻す手順についてご案内いたします。

手順1：財務会計R4⼊⼒仕訳のTXT出⼒

【データ移⾏に関するご注意事項】
①仕訳データはすべて単一振替仕訳で戻ります。
（複合伝票で⼊⼒した仕訳も単⼀仕訳となります）

②R4側から財務会計2014へ戻るデータは仕訳データです。追加した補助科目や残高、摘要マスターなどは戻りません。
③財務会計2014側にコンバート前の会社データがあることが前提のご説明となります
④財務会計2014は今回の仕訳データ移⾏に対応したプログラム（Ver.5.31b以降）へあらかじめバージョンアップをお願いします。
⑤期末⽉が⼊⼒した仕訳は、13月ではなく、R4財務で⼊⼒した⽉⽇へ取り込まれます。

①プログラム起動後、対象会社を選択し、[0B連動]－[32仕訳データの
作成]を選択します。

手順1：会社データのバックアップ

出⼒先ファイル名：参照ボタンより任意の場所を選択

出⼒形式 ：【ヘッダー無】を選択
伝票種類 ：【通常】にチェック
伝票日付範囲※：財務会計2014へ戻す対象期間を設定します

※伝票日付範囲について
例えば財務会計2014で6⽉まで仕訳を⼊⼒してR4へコンバート後、R4で
仕訳の⼊⼒を開始した⽉が7月からの場合は7月からを選択します
（同⼀⽉に新旧システムで⼊⼒した仕訳がある場合はその⽉も含めて対

象期間を設定してください）

作成条件を設定したら[実⾏(F10)]ボタンでTXTファイルの作成ができます

R4財務側での作業

③ファイル出⼒が完了すると「ファイル出⼒レポート」画⾯が表⽰されます。

ファイル出⼒が終了したことを確認し、[閉じる(Esc)]より画面を閉じ、
仕訳データ作成画面も[キャンセル(Esc)]で閉じで終了します。

財務会計2014側での作業

①プログラム起動後、対象会社を選択し、メニューバーから[バックアップ]
－[3.一社単位のバックアップ]を選択します。

②保存ファイル名はバックアップの保存先です。任意の場所を指定
する場合は[F2参照]より場所をしていします。

保存ファイル場所を確認後、[F10実⾏]を2回選択し、バックアッ
プが終了したら[Esc]キーで終了してください。



手順2：財務会計2014の仕訳データの削除（同⼀⽉の中に新旧システムの仕訳が混在していない場合は不要な作業です）

R4側で1か⽉内に新旧システムで⼊⼒した仕訳がある場合は財務会計2014側で該当月に仕訳をTXTファイルの取り込み前に削
除する必要がございます。1か⽉内に新旧システムで⼊⼒した仕訳が混在していない場合はこの作業は不要です。

以上でR4で⼊⼒した仕訳の財務会計2014への移⾏作業は完了です（申し訳ございませんがR4側で新規に追加した補助科目や摘
要マスターの移⾏はできません）。

取り込んだ仕訳については仕訳⼊⼒画⾯や試算表等で問題ないことをご確認ください。

①[F2⼊⼒]－[13伝票検索・訂正]を選択します。
新旧システムで混在している月を日付で設定し、[実⾏]で検索仕訳
が表示されてきます。

②検索された仕訳の削除を⾏います。

[Ctrlキー＋Delete]一括取消を選択し、
⼀括取消／復活画⾯が表⽰されますので

[実⾏(F10)]を選択します。次に確認画面
が表示されますので[はい(Y)]を選択し削除
を実⾏します。仕訳が⾚い取消仕訳になっ

ていることを確認し、Escキーで終了します。

※取消仕訳の削除は⼊⼒メニューの[12.
伝票抹消]で⾏います。

手順3：R4側で作成したTXTファイルの取り込み作業

①[F11テキスト]－[43仕訳テキストファイル取込]を選択します。

②テキストファイルパス名の場所で、R4側の処理②でファイル出⼒した
場所を[F2参照]より選択します。

[F10実⾏]×2回で仕訳データの取り込みを⾏います。
取込が完了するとチェックリストが表⽰されますので内容のご確認をお

願いいたします。

手順4：会社選択画面『R4済』マークの削除

①対象会社を選択後、メニューバー－[サポート]－[K.R4済の解除]
を選択します。

R4済を解除するメッセージ画面が表示されますので[はい(Y)]を選択
します。
会社選択画面でマークが消えていることをご確認ください。

財務会計2014のバージョンが5.20以降の場合、コンバート済み会社の会社選択画⾯には『R4済』マークが表示されています。


